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	栖本小学校だより
	VOL.
	12-1
	EVENT
	発表タイム～生活科と総合的な学習の時間の学びのまとめ～
	　３月に入り、１年間の学習の成果を発表する機会が多くありました。３月１日の授業参観では、自分の成長や将来の夢を堂々と語る姿に、多くの保護者の皆様が目を細めていらっしゃいました。 　また、３月１６日と１８日の「発表タイム」では、全学年が生活科や総合的な学習の時間で学んだことをスライドにまとめ、発表しました。
	低学年は、昔遊びのコツやかっぱ温泉の秘密、かっぱ太鼓の歴史等について、クイズ形式を入れるなど工夫して楽しく紹介しました。
	高学年は、栖本例大祭や食文化、そして「栖本ファンを増やそう」というテーマで、地域の方から聞き取った思いをもとに自分たちの考えを堂々と発信しました。

	タブレットを自在に使いこなし、聞き手を意識して工夫しながら発表する姿からは、１年間で培われた「確かな学力」と、ふるさと栖本を愛する心の深まりが伝わってきました。
	EVENT

	「ありがとう」のバトンを次へ～送別遠足と登校班長の交代～
	　３月６日には「送別遠足」が行われました。あいにくの雨予報でしたが、子供たちの「６年生との思い出を作りたい」という強い思いが届いたのか、予定のコースを歩き、体育館でのレクリエーションを楽しむことができました。最後には、５年生が作成した心のこもった感謝状が６年生一人ひとりに手渡され、温かい涙と笑顔が溢れる時間となりました。 　この行事を境に、学校生活の様々な場面で「バトン」が引き継がれています。３月９日からは登校班の班長が６年生から下級生へ交代しました。初めて班長旗を手にする下級生たちの、緊張しながらもやる気に満ちた表情は、栖本小の伝統がしっかりと受け継がれている証です

	栖本小学校だより
	VOL.

	12-2
	文責　福山哲也
	EVENT
	「夢の種」を育む出会い～２・３年生：ゆめのたねの教室～
	　２月１３日、元Ｊリーガーの佐藤勇人さんを「ゆめ先生」にお迎えし、２・３年生を対象に「ゆめのたねの教室」が開催されました。 佐藤さんは、プロサッカー選手になるまでの挫折や努力の道のりを語り、「失敗は挑戦している証であり、自分を強くするパワーになる」という力強いメッセージを届けてくださいました。 　子供たちは、佐藤さんと一緒にサッカーやゲームで汗を流しながら、失敗を恐れずに挑戦することの楽しさを肌で感じていました。３年生の児童が「失敗を恐れずにチャレンジしていきたい」と振り返ったように、この貴重な出会いは、子供たちの心にそれぞれの「夢の種」をまく素晴らしい機会となりました。
	EVENT
	ふるさと栖本と共に歩んだ１年間～保護者・地域の皆様へ～
	今年度も、本校の教育活動は地域の皆様の絶大なるご支援に支えられてきました。 ２月１８日の学校運営協議会では、「栖本の子供たちは地域に愛され、栖本が大好きであること」をお話ししました。また、「ひまわりの会」による朝の読み聞かせ、畑の畝作りやサツマイモ栽培の指導、かっぱ太鼓がどのように誕生したかのお話、伝統行事「栖本例大祭」のお話、そして毎朝の交通指導や見守り活動。こうした一つひとつの地域の皆様の関わりが、子供たちの心に「すてきな根っこ」を育ててくださいました。「地域あっての栖本小学校」であることを職員一同、改めて深く実感しております。この１年間、多大なるご理解とご協力を賜りました保護者の皆様、地域の皆様に、心より厚く御礼申し上げます。
	４月の行事


	栖本小ＨＰ 学校ホームページからも子どもたちの学校生活の様子を見ることができます。ご家族で時間があるときにぜひご覧ください。
	←← ホームページは こちらから
	4/   8   (水）　 就任式、始業式、大掃除、入学式準備　 4/   9 （木）　 入学式　 4/ 10 （金）    委員会活動、熊本地震に学ぶ日　4/ 21 （火） 家庭訪問（古江、稚児崎、浜） 4/ 13 （月）    地区児童会　　　　　　　　　　4/ 22 (水） 家庭訪問（打田、山浦、川下） 4/ 14 （火） 　交通教室　　　　　　　　　　　4/ 23 (木) 全学調（国・算） 4/ 16 （木） 　家庭訪問（河内、湯上、湯下）　4/ 24 (金) 避難訓練（地震・津波） 4/ 17 （金） 　食育の日、家庭訪問（村）　　　4/ 25 (土） 授業参観、PTA総会、学級懇談会 4/ 19 （日）　 河内川清掃　　　　　　　　　　4/ 27 (月） 内科検診 4/ 20 （月）　 振替休業日（4/25分）




